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	応用
	抗原情報
	背景
	Gタンパク質共役受容体（GPCR）は、7つのらせん状の膜貫通ドメイン、N末端細胞外ドメイン、C末端細胞内ドメインを特徴とする細胞表面受容体の大規模なスーパーファミリーです。[OMIM提供、2008年3月], 機能：オーファン受容体。, 類似性：Gタンパク質共役受容体3ファミリーに属する。GABA-B受容体サブファミリー。, 組織特異性：中枢神経系および末梢組織の両方で普遍的に発現する。胎児脳および精巣では、他の組織と比較して非常に高い発現を示す。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	GPR156抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	GPR156抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GPR156ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

